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   Triacetyl Oleandomycin, a new crystallin ester of Oleandomycin, was used for 
clinical studies. Serum concentration of Triacetyl Oleandomycin from one hour to three 
hours after oral administration revealed almost double amount of serum levels after 
same administration of Oleandomycin base, and six hours after administration it revealed 
half as much again as serum levels after same administration of Oleandomycin base. 
A good effect was obtained in urinary infections containing two cases of acute gonococcal 
urethritis, three cases of NGU and one case of acute pyelitis.
　 尿路感染症に対す る01eandomycinの応 用
に就 ては,先 に泌尿器科紀 要4巻1号 に発表 し
た が,今 回はTriacety101eandomycin(TA
O)の 使 用経験 に就 て述べ る.
Triacetyl　Oleandomyci11はtriacetyl　ester
とす る事に依 り,そ の抗菌 力を減少 す る事 な く
血 中濃度を高め,且 っ長時 間持続 す る事 が特徴
とされてい る.硫 酸塩 や燐酸塩 とす る事 に依 っ
て も高い血申濃度 が得 られ るが之 は硫酸塩 や燐
酸塩 より更に高 い血 中濃度 が得 られ るとされ て
い る.
　 本 剤の抗菌 スペク トラムは　 01eandomycin
と変 らず,主 としてグラム陽性菌,結 核菌,り
ヶツチア,'人型 ビール ス及び或種 の原虫に有効
で,ナ イセ リヤ.ヘ モ ブイル ス及び ブルセ ラ属
以 外の グラム陰性桿菌には無効であ る.又 他 の
抗生物質 に対 して耐性 を持 つ ブ ドウ球菌 に有 効
で あるとい う01eandomycinの特 徴 も失わ れ
ていない.叉tetracycline,penicillin,chlo-
ramphenicol,novobiocinと交 叉耐性が存在
しない事 も示 されてい る.TriacetylOleando-・
mycinはOleandomycinbaseに比 べて,
抗菌力 が1/2～1/6とされてい るが,こ のtria-
cetylesterも腸 内で加水 分解 され て結 局は
Oleandomycinその もの と して働 くわけであ
るか ら,高 い病 巣濃度 が得 られ るだけ治療 効果
が増 すわけであ る.















同じく排尿痛及び外尿道口よ りの排 膿の主訴 にて

















認 され,さ らに4目 間投与するも尿所見は変らなかっ
た.投 与総量は69で あつた.
症例4LN.24才 δ 非淋菌性尿道炎
早朝排膿及び尿道癌 痒感,時 に軽度 の排尿 痛があ
る.来院時外尿道口は少しく発赤 し,分泌物貯溜は認
めず,尿 は1,2杯 共清澄で第1杯 尿中糸状物の混在
が認められた.こ れを鏡検するに白血球及びブ ドウ球
菌を証明したので,本 剤を1目194回 分服2日 聞投
与した.尿道廣痒感及び排尿痛は約48時間後には自覚
しなくなったが,尚 早朝時黄色の排膿を少量認めると








た.本剤500mg宛 毎6時2目 間投与した.排 尿痛
は約12時間後に消失 し,48時聞後に来院せる際には外
尿道口の充 血は去 り,分 泌物貯溜も認 められなかっ
た.又 尿中に白血球及びブドウ球菌を認めなかった.

















実 験 成 績
TriacetylOleandomycin及びOleandomycin













































































あるが,今 回は3例 中1例 には毎6時250mg
宛投与を行い,3例 共ほぼ満足すべき結果を得
た,急 性腎孟炎の1例 は,大腸菌 とブ ドウ球菌
の混合感染であったが,毎6時500mg宛 投





から見 て使用 範囲が制 限 され る様に思われる
が,他 の抗生物質に耐性を持っブ ドウ球菌に効
某がある事及び高い血中濃度が得 られ る事 とい
う2っの特徴を利用し,症例を選んで使用す る
事により満足すべき効果が期待され ると思う.
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